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設計 市場動向にヒット 標準化･共通化と 設計の標準化と期







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































666 日立評論 〉OL.75 No.9(19939)
授と製品企画のシステム化を阿るため,映像プレゼンテ
ーションシステムを導入した｡システムの構成は,顧客
へ商品の特徴をビジュアルに訴えるための映像系と,仕
様･デザインをワークステーション2050Gに由像表示す
る情報系から成る｡その機能について以下に述べる｡
4.2 システムの機能
システムの機能は人別して情報系と映像系に分けられ
る｡情報系は,商品情報の提供とイメージシミュレーシ
ョンの機能を持っている｡
(1)商品情報の提供機能
情報系の機能は,R立製作所で提供しているプレゼン
テーションを支援するツール"HIVISS/IMAGE''を使用
している｡商.訂.の色や柄,アクセサリーなど,従来のカ
タログに表現されていた商品コレクション(静止画)を,
そのままディジタル画像化し,澄録することができる3)｡
登蝕した画像は,すでに作成済みのテキストや表･グラフ
と組み合わせて階層構造化し,シナリオとして編集する｡
ユニフォームに関する情報を階層構造にすると,ブラ
ンド別に順次銅像を取り出したり,知りたいアイテムへ
直接アクセスすることもできる｡これは顧客の要求や,
その場の雰囲気で,状況の変化に応じたダイナミックな
ストーリーの展開が吋能となり,商占訓育報の検索と提供
が的確･迅速に行えることになる｡商品情報の提供例を
図6(a)にホす｡
(2)イメージシミュレーション
ユニフォームは,その使用環境がオフィスであったり,
店lノ+であったりというように,限定される場合がある｡
実使用環境にマッチしたものであるか否かは,カタログ
やサンプルだけでは判断しにくいものである｡
イメージシミュレーションは,コンピュータの巾で色や
背景をシミュレーションし,実物の代わりにイメージを描
くことで,視覚的に確認できるようにするための機能であ
る｡もとよリアバレル系は形や色に関するデザインへのウ
エートが高く,視覚に訴える形で提供するため画像データ
を使った多面的なシミュレーションが効果的である｡
このシミュレーション機能は,(1)カラーシミュレーシ
ヨン,(2)アイテム(部品)合成シミュレーション,(3)背景
介成シミュレーション,の三つの機能を持っている｡
カラーシミュレーションは,スキャナから入力した写
真の小のユニフォームの色を,光や陰を自然に保ったま
ま,1,670万色Lいの別の色にリアルタイムに変更すること
ができる〔図6(b)〕｡
背景合成シミュレーションは,さまざまな門景の小へ
向品の剛象を介成し,商品の使用感をリアルに祝北化す
るための機能である｡顧客のオフィスなどの写真を撮り,
それを新しいユニフォームがどのようにマッチするかを
事前に確認することもできる〔図6(C)〕｡
複数のモデルを合成配置し,カラー変更,上下コーデ
ィネート変更,背景変‾起といった多彩なプレゼンテーシ
ョンをリアルタイムに行い,受注までの期間短縮化と顧
客の満址度向上に効果をあげている｡
映像系は,35ページの凶の左側にホしてあるように,
放送受信系,ビデオ系,ハイビジョン系などから成り,
プロモーションビデオやファッションショーなどの各種
r映像を顧客に即座かつリアルに提供する機能を持って
いる｡
以_L二述べたように,イージオーダ型生産･販売統合シ
ステムは,顧客との対話によって顧客の欲求しているも
のを即時にビジュアル化し,仕様を煮詰めて内容を直ち
に上[産部門へ送信し,生産に反映させることが可能な/トミ
産･販売統介の理想とするシステムと考える｡
このシステムの導人によi),住宅設備(システムキッチ
ン),インテリア産業などでも同様な効果をあげることが
叶能なので,今後のシステム提案･構築に役立てていき
たい｡
匂 おわりに
以上,/卜産･販売統合システム化の背景,取り糾.み九
課題を明らかにし,最近の構築事例から典巧州勺なシステ
ムについて述べた｡今後も,蓄積した技術･ノウハウと
マルチメディアシミュレーションなどの新技術を閑雅･
矧洞し,山場ニーズにこたえていく考えである｡
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